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1854年安政東海地震の津波高分布に関する再検討

Re-examination of tsunami heights distribution during the 1854 Ansei

Tokai Earthquake
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　南海トラフ巨大地震の周期性として、従来、一定のプレート運動速度に基づき，固有の地震断層面毎の再来

発生間隔が受け入れられてきた．そして、昭和東南海地震が安政東海地震の震源域の一部で発生したと考えら

れてきた。一方，瀬野（2012）は，安政東海地震と昭和東南海地震の強震動生成領域が相補的であった可能

性を指摘し、昭和東南海地震が安政東海地震の一部で起きたという従来の考えに疑問を呈している．津波波源

域についても同様の観点から再解釈が必要である．そこで本研究では，安政東海地震の震源域に近い紀伊半島

から伊豆半島に至る太平洋沿岸において，安政東海地震の津波に関する史料の再精査を行った．さらに，当該

地震による津波高分布の特徴を明らかにするために史料に基づく津波痕跡高さの現地調査を行った． 

 

　史料精査の対象とした地震資料集として，『増訂大日本地震史料』，『新収日本地震史料』，『日本の歴史

地震史料』などに掲載されている1854年安政東海地震および南海地震に関する史料を抽出した．これらにあ

る801点の史料から，既往研究に未使用な新出史料について確認作業を行った．選別された史料の精査を行

い，これらに基づいて津波痕跡調査を行い，その痕跡高をGNSSとレーザー距離計により評価した．津波痕跡

分布の全体像を把握するために，既往研究（羽鳥，1977；都司・他，1991，行谷・都司，2005；都

司・他，2013；都司・齋藤，2014；今井・他，2017）によるデータも一部利用した． 

 

　史料精査から明らかになった安政東海地震津波の津波痕跡高さ分布（図1）には2つのピークがあり，志摩半

島東端の国崎で22 mに達していた．もう一つのピークは，伊豆半島南東の入間で，津波痕跡高さが15mを超

えていた．これらの情報は安政東海地震の津波源を再検討するための非常に重要な手がかりとなる．そし

て，２つのピークを説明する安政東海地震の波源モデルとして局所的な大すべり域の存在が示唆される．本発

表では，このような津波高分布を説明する波源について議論するとともに，安政東海地震と昭和東南海地震の

関係性について再検討する． 
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